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要 旨
　アングロ・サクソン後期にイングランドで活躍した聖職者アルフリッチ
（Ælfric）は多くの古英語散文を書き残したことで有名である。そのアルフリッ
チが書き残した説教である『聖人伝』（Lives of Saints）には，アセルスリース
（St Æthelthryth），スウィズン（St Swithun），オズワルド王（St Oswald），エド
マンド王（St Edmund）という ₄ 人のアングロ・サクソン期のイングランドに
まつわる聖人の説話が含まれている。（ローマン・ブリテン時代の殉教者である
オールバン（St Alban）を含めると ₅ 人である。）アルフリッチがこれらの聖人
を採用した理由の ₁ つとして，アングロ・サクソン期のイングランド人になじ
み深い聖人の伝説を通じて，彼らのキリスト教への崇拝意識を高めるという目
的が考えられる。また，これらの説教にはイングランド人に対してキリスト教
への篤い信仰を求めると同時に，ヴァイキングの脅威といった当時のイングラ
ンドの辛辣な状況を諭す内容も含まれている。そして，Godden （1994）は『聖
人伝』以前に作成された『カトリック説教集』（Catholic Homilies）よりも『聖
人伝』の方がヴァイキングの影響を強く受けた内容になっていると述べている。
本稿では，イングランド土着の聖人という特定の説話における内容および語彙
の調査から，アルフリッチのヴァイキングに対する意識を考察する。アルフリ
ッチは，時を経て再び勢いを増すヴァイキングに対し，自身の著作を通じて積
極的に関わり，ヴァイキングの脅威をイングランド国民に伝えようとしていた
様子が窺える。
キーワード
アルフリッチ，聖人伝，アングロ・サクソン・イングランド土着の聖人，（異教徒
としての）ヴァイキング，10世紀イングランドの社会状況，ゲルマンの文化・風習
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₀ ．は じ め に
　イングランドにとって，10世紀末はデーンローの策定以来，略奪行為を
抑えていたヴァイキングがその活動を再開し始めた時期である。991年に
は，オーラヴ・トリュグヴァソン（Olafr Truggvasson）らの率いる93の戦艦
が襲来して，イングランド軍は敗走させられ，多額の賠償金を支払うこと
になったことが，『アングロ・サクソン年代記』の中に収録されている「モ
ールドンの戦い」に描かれている。この出来事の後，イングランド国民は
スヴェイン（Svein）やその息子のクヌート（Cnut）の襲撃を受け，ヴァイキ
ングの軍門に降る。そして，アルフリッチ（Ælfric）は，このような混沌と
した時代にキリストの教えを広めるための説教集を作成した。アルフリッ
チはまず，990年から995年までに『カトリック説教集』（Catholic Homilies）
の ₂ 巻本を，1000年頃までに『聖人伝』（Lives of Saints）を作成したといわ
れる。これらの著作の中で，特に『カトリック説教集』の続編的な位置づ
けで書かれた『聖人伝』の説教には，直接的に言及していないものの，ヴ
ァイキングの脅威が作品の主題となっていることを Godden（1994）は述べ
ている1）。そして，アルフリッチは，時を経るにつれて自身の作品を通じ
て，ヴァイキングへの意識を強めているようにも受け取れる。そこで，本
稿では『聖人伝』のテキストから読み取れるアルフリッチのヴァイキング
に対する態度を考察したい。アングロ・サクソン期の文学の内容を扱う主
要概説書には，アルフリッチと同時代人であるウルフスタン（Wulfstan）が
ヴァイキングに対する強い意識を示していることについては頻繁に述べら
れている。それに対し，アルフリッチによるヴァイキングへの意識に関す
る記述はほとんどない。そのため，まず主要概説書や先行研究において，
この時代のヴァイキングへの意識についてどのように述べられているのか
を確認し，アルフリッチの『聖人伝』において，ヴァイキングを示す語彙
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がどのように使用されているのかを実証する。ヴァイキングを示す語彙の
中で，今回は「異教徒」の意味を持つ hæðen を扱い，さらにケース・スタ
ディとして，『聖人伝』の中からイングランド土着の聖人に関する説教を取
り上げて，その内容からアルフリッチが自身の語りの中でヴァイキングに
対してどのような意識を示しているのかを考察したい。上記の手順を踏ん
だうえで，最後に総括をする。
₁ ．アルフリッチとヴァイキング
　アングロ・サクソン期の文学における主要概説書からアルフリッチのヴ
ァイキングに対する態度に触れられている部分についての確認から始める。
1980年代以降の比較的近年に出された研究概説書では，ウルフスタンとヴ
ァイキングとの関係についての内容が散見できる。例えば Amadio のよう
に，ウルフスタンがヴァイキングの脅威に対して，積極的な姿勢で活動を
展開しているのに対し，アルフリッチはそうした現実世界の情勢と距離を
置き，勤勉に宗教的な問題に取り組んでいた，と見るのが一般的である2）。
また，Treharne が述べるように，アルフリッチはベネディクト会改革運動
や教会権威と関連した内容で述べられることも多い3）。さらに，Greenfield
においては，ウルフスタンはアルフリッチの『異教の神々について』の内
容を書き直し，そこでスカンジナヴィア人であるヴァイキングの古い神々
を激しく叱責しているが，アルフリッチ自身はそれほどヴァイキングを非
難していない，と述べている4）。アルフリッチとヴァイキングとの関係性
を述べた内容は上記に触れた程度しかない。ここで見た研究概説書より少
し古くなると，Wrenn において，アルフリッチが旧約聖書の教訓的な話を
持ち出すのは，ヴァイキングから自国を防衛するために愛国心や無欲の気
持ちを掻き立てるためにであった，という記述がある5）。異教，異端につ
いての話題が数多くある旧約聖書の内容と，ヴァイキングの活動に悩まさ
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れている10世紀末のアングロ・サクソン・イングランドの人々の状況とを
重ね合わせようとした気持ちはよく理解できる。それ故，アルフリッチが
旧約聖書の内容を利用して，間接的にヴァイキングの脅威を示していると
いう指摘は間違いでない。
　アルフリッチのヴァイキングに対する態度についての研究としては，前
述の Godden が挙げられる。ここで，Godden はアルフリッチの『カトリッ
ク説教集』の第 ₂ 巻を書き上げた頃にヴァイキングの脅威がアルフリッチ
自身の著作に影響を与えていて，それに続く『聖人伝』では，ヴァイキン
グの人々および彼らの侵略が重要な論点となっている，と述べている。さ
らに Godden は『聖人伝』において，「モーゼの祈りについて」や「エドマ
ンド王」の説話などを用いて，アルフリッチの著作におけるヴァイキング
の影響にも触れている。こうした異教と異教徒の話とヴァイキングとの間
にはどのような関係性があるのだろうか。アルフリッチが実際にヴァイキ
ングであるデーン人から直接的な被害を受けているかどうかは判断しかね
るが，アルフリッチは同時代のイングランドに生きていたのは事実である
ので，ヴァイキングに幾ばくかの脅威を感じていたはずである。
₂ ．『聖人伝』におけるヴァイキングに関する語彙の考察
　Godden によると，アルフリッチ初期の作品にはヴァイキングの脅威に
関する記述がないといわれている6）。今回はその中でも『聖人伝』を取り
上げ，比較対象としての『カトリック説教集』は今後の調査範囲としたい。
　Skeat による刊本をもとにして，『聖人伝』における「異教徒」の語であ
る hæðen の出現個数を以下の表 ₁ にまとめた。（『聖人伝』の説話のうち，旧
約聖書からの直接的な引用が含まれるものに「＋」の印をつけた。また，The Medieval 
Academy of America が作成した Fontes Anglo-Saxonici にてその情報が確認できなか
ったものに「？」の印をつけた。）
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表 ₁
章番号 日付 タイトル
出現
個数
旧約聖書内
にある説話
Preface
Here beginneth the preface to 
this book
₀
I Dec. 25.
The Nativity of our Lord Jesus 
Christ
₀ +
II Dec. 25. St Eugenia, Virgin 11 +
III Jan. 1. St Basilius, Bishop ₄
IV Jan. 9. St Julian and his wife Basilissa ₉ +
V Jan. 20. St Sebastian, Martyr 10 +
VI Jan. 15. St Maur, Abbot ₀ +
VII Jan. 21. St Agnes, Virgin 11 +
VIII Feb. 5. St Agatha, Virgin ₂
IX （Dec. 13.） （and） St Lucy, Virgin ₂ +
X Feb. 22. Chair of St Peter 14 +
XI Mar. 9. The Forty Soldiers, Martyrs 11 +
XII ［Ash-Wed.］
Ash-Wednesday （Of the beginning 
of the Fast）
₀ +
XIII ［Mid-Lent］ The Prayer of Moses ₂ +
XIV Apr. 23. St George, Martyr ₈ +
XV Apr. 25. St Mark, Evangelist ₈ +
XVI Memory of the Saints ₀ ?
XVII On Auguries ₆ +
XVIII From the Book of Kings ₈ +
XIX Jun. 22. St Alban, Martyr ₅ +
XX Jun. 23. St Æthelthryth, Virgin ₀
XXI Jul. 2. St Swithun, Bishop ₀
XXII Jul. 23. St Apollinaris, Martyr 18
XXIII Jul. 27. The Seven Sleepers ₇ ?
XXIIIb （Apr. 2.）
St. Mary of Egypt［Not written by 
Ælfric］
₀
XXIV Jul. 30. Sts Abdon and Sennes, Kings ₂
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XXV Aug. 1. The Maccabees 36 +
XXVI Aug. 5. St Oswald, King and Martyr ₅
XXVII Sep. 14. The Exaltation of the Holy Cross ₃ +
XXVIII Sep. 22. St Maurice and his Companions ₇ +
XXIX Oct. 9. St Denis and his Companions 14
XXX Nov. ₂ St Eustace and his Companions ₆ ?
XXXI Nov. 11. St Martin, Bishop and Confessor 34 +
XXXII Nov. 20. St Edmund, King and Martyr ₆ +
XXXIII Feb. 11.
St Eufrasia （or Euphrosyne），
Virgin
₀ ?
XXXIV Nov. 22. St Cecilia, Virgin ₆ +
XXXV Nov. 29. Sts Chrysanthus and Daria ₈
XXXVI Dec. 21. St Thomas, Apostle ₃
［Appendix］
XXXVII
（Jan. 22.） St Vincent, Martyr ₀
上記の表 ₁ によると，すべての話で hæðen の語彙を使用しているわけでは
なく，頻度にも差がある。その頻度が特に多いのは，25番目のマカバイ書
に関する説話（36箇所）と31番目の聖マルティヌスに関する説話（34箇所）
である。前者のマカバイ書は旧約聖書外典であり，登場人物が異教徒と手
を組んで，悪行の限りを尽くす内容がふんだんに現れる。こうした悪行を
ヴァイキングの残虐非道な行為と結びつけて，ヴァイキングを想起させて
いるようにも読み取れる。また，後者の説話におけるトゥールのマルティ
ヌスは，現在フランス，ドイツで守護聖人になっているようにヨーロッパ
では有名な聖人である。マルティヌスは殉教をしておらず，その点でも，
また異教徒との関係性においても，興味深い人物である。このマルティヌ
スがアルフリッチの『聖人伝』に採用された理由は，マルティヌスと同時
代に生きたスルピキウス・セウェルス（Sulpicius Severus）による『聖者マ
ルティヌスの生涯』で述べられている内容からある程度考慮できる7）。こ
― 113 ―
イングランド人のヴァイキングに対する態度
の伝記の中で，マルティヌスは異教徒の寺社祭壇を破壊したとあるように，
異教徒に対する激しい活動について述べられている。アルフリッチはこう
した情報を活用して，ヴァイキングの脅威を暗示していることがわかる。
そして，『聖人伝』の中でアルフリッチは旧約聖書の内容も多く取り入れて
いる。これは旧約聖書における異教徒に関する内容がヴァイキングの脅威
を暗に示しやすいという観点もあったと思われる8）。
　さらに hæðen の語の使用でいえば，₂ 番目の説話である聖ユージーニア
の話では，hæðen が11箇所出現する。この説話は，アレクサンドリアの異
教徒であったユージーニアが，キリスト教へ改宗し，奇蹟を重ねるという
もので，ここに出現する hæðen は，すべて旧約聖書における異教徒であ
り，ゲルマン人の異教徒ではない。説話の前半にはユージーニア自身が異
教徒であった，という記述もあるが，その後半で邪悪な異教徒が生きてい
る異教の神を信じている，または異教の神々に捧げものをする，さらに偶
像崇拝の話も存在する。やや強引な考察ではあるが，後者の異教の行いを
する者とヴァイキングを重ね合わせてみると，hæðen の語の使用を通じて
ヴァイキングの影を感じることができないだろうか。この内容に関しては，
女性聖人の内容という観点から後程のイングランド土着の聖人（English-born 
Saints）であるアセルスリース（Æthelthryth）の箇所で，改めて触れたい。
₃ ．English Saints を含む説話の考察（ケース・スタディ）
3.0．概 論
　アルフリッチは自身の著作の中で，イングランドにまつわる聖人を ₆ 人
登場させている。 ₆ 人の聖人とは，クスバート（Cuthbert），オールバン
（Alban），オズワルド王（King Oswald），エドマンド王（King Edmund），アセ
ルスリース，スウィズン（Swithun）である9）。このうち，クスバートは『カ
トリック説教集』第 ₂ 巻10番目の説話に収録されており，残りの ₅ 人は『聖
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人伝』に収録されている。『聖人伝』に含まれる ₅ 人の聖人のうち，オール
バンはローマン・ブリテン時代の聖人で，イングランドで最初の殉教者と
いわれている10）。それ以外の ₄ 人が，アングロ・サクソン期の聖人という
ことになる。本論では，最後の ₄ 人，すなわち，スウィズン，エドマンド
王，オズワルド王，アセルスリースを取り上げる。この ₄ 人は，アセルス
リースを除いて，異教徒との関わり方が異なる。そのアセルスリースに関
しては，ヴァイキングとの直接的な関わりが薄いため，主に女性聖人とい
う観点から触れる。
3.1．St Swithun
　スウィズンはアゼルウォルド（Æthelwold）と並んで，イングランドにお
いて比較的よく知られた聖人であり，スウィズンの説話はアルフリッチの
『聖人伝』では21番目に登場する。スウィズンはイングランド固有の聖人で
あり，エグバート王（King Egbert），エゼルウルフ王（King Ethelwulf）の時
代で862年に没したといわれている11）。そして，ヴァイキングによる襲撃を
多く受けた時代に慈悲深い人柄で有名であったといわれている。しかし，
Lapidge らによる2003年に出版された1000ページに及ぶスウィズンに関す
る著書 The Cult of St Swithun においても，生前のことはほとんど知られて
いないと述べられているように，謎が多い聖人である。そして，アルフリ
ッチの『聖人伝』におけるスウィズンの出典元は，フルーリ（Fleury）出身
であるランフレッド（Lantfred）によるTranslatio et miracula Sanctus Swithuni
と Epitome の ₂ つの作品であるといわれている12）。
　スウィズンの説話に関するテキストとして最初の完全な刊本は Skeat に
よるものである。その他，有名なものとしては Needham の編集本もあり，
先述の Lapidge も編集している。今回は『聖人伝』の他の作品も考慮する
ので，これ以下のすべてのテキストは Skeat の編集本を使用する。
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　スウィズンの説話においてヴァイキングとの関連を探すと， ₁ 箇所しか
見当たらない。しかも，それはスウィズンによる奇蹟に関する箇所ではな
く，話の終盤にさらっと触れられているだけである。その箇所とは，Skeat
の刊行本の448行目である13）。エドガー王の時代を回想して，「scyp-here（海
軍）」を耳にしない平和な時代だったという箇所がそれにあたる。この箇所
に現れる scyp-here の語彙は，もちろんヴァイキングのことを指している。
ここで，当時のイングランドの状況も確認しておきたい。名前の出てきた
エドガー王はEdgar the peacefulと呼ばれ，959年から975年までイングラン
ドを統治していた。その治世の直前では，アルフレッド大王（Alfred the 
Great）の孫であるアゼルスタン王（King Æthelstan）（在位924-39年）がヨー
ク（York）を，そしてエドマンド一世（King Edmund I）（在位939-46年）が五
城都市である The Five Boroughs（or The Five Boroughs of the Danelaw: Derby, 
Leicester, Lincoln, Nottingham and Stamford）をヴァイキングから奪回した。エ
ドガー王はこうした後の時代を治めたので「平和王 the peaceful」と呼ばれ
ていた。そして，エドガー王の時代に ₃ 人の賢人によって代表されるベネ
ディクト会修道院改革が行われた14）。そのような状況故に，エドガー王の
時代である960年から970年代は，アルフリッチのいたウェセックス地域に
おいてはヴァイキングの影響が少なかったともいわれている。そして，エ
ドガー王の後の時代はまたヴァイキングに悩まされる時期となった。エド
ガー王の死後，若いエドワード王（Edward the martyr，在位975-78年）が即位
するもすぐに死に追い込まれ，その後のエゼルレッド ₂ 世王（Ethelred the 
Unredady，在位978-1013年および1014-16年）の治世の間にデンマーク王スヴェ
インに屈して，イングランドは本格的にデーン人に支配された。エゼルレ
ッド王の時代になるとヴァイキングであるデーン人たちの脅威を眼前で感
じることになったに違いない。アルフリッチは再発してしまったイングラ
ンドにおけるヴァイキングの影響を，説話の最後に仄めかすことで，この
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説話の読者に対して，そして聴衆に対して，以前にもあったヴァイキング
による脅威の想起を促し，イングランド自国民に対する警告を示したかっ
た，と考えられる。
3.2．King Edmund
　エドマンド王の説話は『聖人伝』の32番目に登場する15）。フルーリのア
ッボ（Abbo of Fleury）により述べられた内容をもととしたこの説話には，直
接的にヴァイキングの話が盛り込まれている。本論では，エドマンド王が
ヴァイキングに襲われる場面を扱う。エドマンド王がヴァイキングに殺害
されたのは，871年といわれており，この時期はヴァイキングが大軍による
活動で，広範な略奪と定住が繰り広げられていた時代と重なる。また，ア
ルフレッド大王がヴァイキングに懸命に抗い，その後にデーンロー
（Danelaw）を制定するべく，ヴァイキング側との会談を行った。ウェセッ
クス王国の王であったアルフレッドがヴァイキングの首長であったグスル
ム（Guthrum）と結んだ条約によりデーンローが決定し，それは890年頃の
ことであった。870年代はアングロ・サクソン・イングランドが滅亡しかけ
た時期で，エドマンド王へ対する非情な扱いの描写を通じて，当時のヴァ
イキングによるイングランド制圧へ向けての勢いがよく理解できる。ヴァ
イキングによるこの非情な扱いとは，エドマンド王に対して，秘密の宝を
譲渡するよう要求し，かつ彼らのための傀儡的な立場での副王（underking）
となることまで要求したことである16）。
　先述した通り，エドマンド王の説話中にヴァイキングがいかに野蛮であ
ったか，という内容の記述が明らかに表現されている。ここで，この説話
における hæðen の出現箇所を確認しておく。表 ₁ を確認すると，₆ 箇所あ
る17）。その最初から ₅ 番目までの出現箇所は，エドマンド王がヒングワル
（Hingwar）率いるヴァイキングたちから攻撃を受けている様子が述べられ
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ており， ₃ 番目の箇所では首をはねられ殺される場面となっている。そし
て最後の ₆ 番目の箇所は，エドマンド王が殺害された後しばらくたって，
王の遺体の埋葬場所を移す際に殺された状況を回想した場面である。これ
らの箇所における hæðen の出現位置を分析すると，最初の箇所から ₂ 番目
の箇所は少し離れているが，₂ 番目から ₅ 番目の箇所はほぼ連続している。
なぜこのように連続して現れるのかという理由の ₁ つは，文体によるもの
と考えられる。一度リズムに乗って，同じ音を続けた（cross, paralleled-
alliteration）のであろう。最初の例では，ヒングワルの使者に対して，服従
しない旨を伝える場面であるが，ここでの hæðen は「異教徒の首長」
（hæþenum here-togan）として使用されている。これは，同じ行に出てくる
hælende criste に対して，異教徒とキリストの構図をはっきり示している。
そして， ₂ 番目から ₅ 番目の箇所に話を移すと，ここでは，エドマンド王
がヴァイキングに捕えられ，ひどい仕打ちを受け，ついには殺されてしま
う。その意味のまとまりのほぼすべてに hæðen の語彙が登場する。 ₂ 番目
の例では，異教徒のヴァイキングたちがエドマンド王のキリストへの呼び
かけに対して，怒るという場面であるが，これはヴァイキングたちの信仰
の仕方に関連がありそうである。ゲルマン人の信仰では，多神教で利用で
きる神に懇願し，それがかなわなければ他の神に願うということを何の疑
いもなく行っていた。この場面では，異教徒のヴァイキングたちは，エド
マンド王に対して，キリストを信じても意味がないということを知らしめ
たかったのではないだろうか。 ₃ 番目の箇所では，ヒングワルに命じられ
た異教徒のヴァイキングたちが，ついにエドマンド王を殺し， ₄ 番目の箇
所では，その異教徒のヴァイキングたちがエドマンド王を引きずって，そ
の頭を切り落とす。最初の箇所からこの ₄ 番目の箇所まで，hæðen を含む
語彙は「キリスト」という語を近くに伴って，出現している。単に「異教」
という語を使用するのではなく，「キリスト」という語を近くに伴うこと
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で，キリストが善で異教徒が悪であるという構図を際立たせているようで
ある。 ₅ 番目の箇所は，キリストに守られて，異教徒のヴァイキングたち
から隠れてこの様子を見ていた男が，その後エドマンド王殺害の様子を述
べるという場面である。ここでは，criste という語ではなく，God が使用
されているが，やはりキリスト教との対比で用いられ，異教徒は悪者であ
ることを示す効果がある。このエドマンド王殺害を見ていた男によりアゼ
ルスタン王（King Athelstan）に伝えられた内容をその傍らで聞いていたフル
ーリのアッボが，まずラテン語で記し，それをアルフリッチが古英語に翻
訳したものがここで扱っているエドマンド王にまつわる説話である。話を
戻し，最後の ₆ 番目の箇所はエドマンド王が殺された様子を再び描いてい
て，残虐な異教徒たちが繰り返し槍をエドマンド王に刺したが，その傷も
キリストにより癒されていた，という場面である。ここでも「天の神」
（heofonlican god）という語彙が使用されている。エドマンド王の説話は，異
教徒のヴァイキングたちを直接的に用いて，その殉教や奇蹟を示している
点で，他の聖人の説話と一線を画している。以上から，この説話はアング
ロ・サクソン期におけるヴァイキングの脅威を感じて，エドマンド王の話
をアルフリッチが自身の説教として描き直したものである，というアルフ
リッチによる明らかな意図が見て取れる。もちろんアルフリッチは異教の
信仰に屈しないキリスト教を示したかったはずであることからも，またイ
ングランド土着の聖人としてもエドマンド王の話は自身の説話集の中で欠
かすことができない説話であったと考えられる。
3.3．King Oswald
　オズワルド王は『聖人伝』の26番目の説話に登場する18）。アルフリッチ
はオズワルド王の説話をビード（Bede）の記述から取り上げているが，そ
れは本文終盤272行目に Beda の名前が出現することから判断できる。オズ
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ワルド王自体は異教徒に殺害されるものの，その時期はヴァイキングでは
なく，キリスト教に改宗前の異教の王が存在していた時代である。そのた
め，このオズワルド王の説話全体において，ヴァイキングと直接関係する
内容は出現しない。しかし，ゲルマン人の異教を信じる人々が野蛮な行為
をする，という点ではアルフリッチの時代のヴァイキングによる行為と関
係があると考えられる。
　ここで，オズワルド王の説話における hæðen の出現箇所は ₅ 箇所であ
る19）。最初の例は説話全体の半分くらいのところで始まるローマの司教ビ
リニウス（Birinus）とウェスト・サクソン王のキュネギルス（Cynegils）に
関しての部分である。そして ₂ 番目，₃ 番目も連続した箇所に hæðen が出
現している。当時のブリテン島がまだ異教徒の地で，ローマからやってき
た司教が異教徒の王をはじめとして，ウェセックス王国の人民であるアン
グロ・サクソン人たちを改宗するという場面である。この場面自体は異教
に対する批判がない。そして，残りの ₄ 番目と ₅ 番目の箇所は，オズワル
ド王と異教徒のマーシア王ペンダ（Penda）との戦いの場面である。ノーサ
ンブリア王エドウィン（Edwin）や親族を殺したブリトン人の王であるカド
ワラ（Cadwalla）を倒した後，自身の王国を拡大したオズワルド王は先のペ
ンダ王との戦いに敗れ，殺害される。オズワルド王率いるキリスト教徒の
軍の兵士たちが倒され，ペンダ王率いる異教の軍がオズワルド王に迫る場
面が， ₄ 番目で描かれ，ついにオズワルド王が殺害され，切り取られた頭
と右腕を戦勝の印として掲げられるのが ₅ 番目の場面である。オズワルド
王が倒したブリトン人王のカドワラも異教徒であり，この説話の最初の部
分で，その残虐性が示されている20）。オズワルド王を殺害するペンダ王も
このカドワラの仲間だったということが，オズワルド王と戦う直前に記さ
れていることからも，ゲルマン人の異教徒は野蛮であるということはよく
理解できる。アルフリッチには，こうした一時代昔の異教徒の行為は，ア
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ルフリッチと同時代の異教徒であるヴァイキングの行為と同一であるとい
う意識があるように思われる。
3.4．St Æthelthryth
　アングロ・サクソン・イングランド由来の聖人として，最後にアセルス
リースを取り上げる。前述のようにアセルスリースは女性聖人であり，キ
リスト教への深い信仰や改宗の様子や処女性の話題が中心となっている21）。
そして，異教の話には度々触れられるものの，ヴァイキングを連想させる
内容に乏しい。『聖人伝』に収録されているアセルスリース以外の女性聖人
₉ 人はヨーロッパ大陸の聖人を扱っているため，異教といっても，いわゆ
るゲルマン人の信仰ではなく，聖書に関連するところのキリストでない神
を信じたり，偶像崇拝をしたりする信仰として現れる22）。例えば，セシリ
ア（Cecilia）は夫がいたとされ，ローマにて異教徒にひどい仕打ちを受けて
殉 教 す る。ダ リ ア（Daria）は 異 教 の 出 身 で，夫 の ク リ サ ン トゥ ス
（Chrysanthus）とともにキリスト教徒として生き，異教徒により殺されて殉
教する。このようにイングランドにおけるアセルスリースの説話も含めて，
女性聖人の説話は直接ヴァイキングと関連がない。しかし，過去の異教徒
による迫害の話に，その当時再び激しくなったヴァイキングによる襲撃の
様子を重ね合わせ，キリスト教への帰依する重要性を説いていることがわ
かる23）。さらにここからもう一歩踏み込んで考察すると，このような女性
聖人をたとえに出して，アングロ・サクソン・イングランドにおける女性
たちに対し，ヴァイキングに襲われても，身をヴァイキングに委ねない，
という教えをも示しているようである。そして，アセルスリースの説話は
先にも言及したビードの言及をもとに作成されているが，これは上記 ₃ 人
のアングロ・サクソン由来の聖人たちの説話と同様，権威のある著述家の
内容を採用することで，信頼に足る内容であることを示している。
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₄ ．お わ り に
　アングロ・サクソン由来の聖人のパターンとしては，以下の表 ₂ のよう
に分類ができる。
表 ₂
St Swithun
 ヴァイキング時代の人物。直接ヴァイキングと関連した話はない
が，話の最後にヴァイキングへの脅威を含ませている。
St Edmund
 ヴァイキングの活動が最も激しかった時期の人物。ヴァイキング
によって直接殺された殉教者。
St Oswald
 キリスト教がアングロ・サクソン人たちに広がる過程の時代の人
物。直接的なヴァイキングの記述はないが，異教徒の王により殺
される殉教の話として関連づけられる。
St Æthelthryth
 アングロ・サクソン・イングランド由来としては唯一の女性聖人。
ヴァイキングと直接関連はないが，異教徒による殉教とヴァイキ
ングの非道とを関連づけて考えられる。
スウィズンは，ヴァイキング時代の人物であるが，その説話の中で，スウ
ィズンが直接ヴァイキングと対峙した話はない。だが，説話の最後にヴァ
イキングへの脅威を仄めかす表現がある。続くエドマンド王は，ヴァイキ
ングの活動が最も激しかった時期の王であり，しかもその説話にはヴァイ
キングによって直接殺害される内容を含んでいる。これはまさしくヴァイ
キングの脅威を示す内容である。オズワルド王は，ブリテン島全体がキリ
スト教に改宗されていない段階の時代に生きた人物で，説話の中にヴァイ
キングに関する直接的な記述はない。しかし，オズワルド王は異教徒の王
により殺害されるので，異教徒に殺される殉教の話が異教徒のヴァイキン
グによる残虐性と関連しているものとして比較考察することができる。最
後のアセルスリースはアングロ・サクソン・イングランド土着の人物とし
て，唯一取り上げられた女性聖人である。そして，女性聖人の内容は全般
的に，ヴァイキングと直接関連はないが，異教徒による殉教とヴァイキン
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グの非道とを関連して考察できる。これらの ₄ つの説話は，オズワルド王
とアセルスリースの話はビードから，スウィズンはランフレッドから，エ
ドマンド王はフルーリのアッボから，と中世の時代に信頼のおける著者の
記述に則って，事実と思われる部分のみを採用して述べられている。本稿
では触れなかったが，『聖人伝』の19番目のイングランドで最初の殉教者で
あるオールバンの説話もビードの記述から取り上げられている。アルフリ
ッチは，取り上げる聖人について，信頼のおける記述をもとに自身の説教
の題材として読者や聴衆に対し，わかりやすく書き直して示した。しかし，
それは単に聖人の人生，奇蹟に信憑性を持たせるだけにとどまらず，当時
の社会状況に照らして，イングランド人がいかに不遇で困難な時期を乗り
越えるべきかを説いている。言い換えれば，異教徒であるヴァイキングに
対して，キリスト教の信仰心を持って乗り越えようとする意識づけを与え
た，ともいえる。ヴァイキングに物理的な力では打ち勝てないものの，少
なくとも心だけは異教に打ち負かされないようにするための説教となるよ
うに，アルフリッチは願いを込めてこの『聖人伝』を記したと思われる。
そして，アルフリッチは当時猛威を振るっていたヴァイキングの脅威を気
にしており，『聖人伝』に至って，その内容を暗示したと考えられる。
注
1） By the time he completed the Second Series however, probably in 994-95, the 
Viking threat had already begun to impinge on his writing and the apocalypse 
becomes less prominent. The preface to this series, evidently written after the 
work was completed, says nothing of the worldʼs ending but does mention the 
Vikings, if only as a hindrance to writing. And in subsequent works the Vikings 
and the problem on invasion become important issues. They are particularly 
frequent in his next major collection, the so-called Lives of Saints. （Godden, 
1994: 133）
2） Unlike his contemporary Wulfstan, who was active in a public fashion on the 
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national level and who in his sermons and homilies frequently addresses the 
social turmoil that arose following the renewal of the Viking attacks in the late 
tenth and early eleventh centuries, Ælfric maintains a focus that is much more 
local: only rarely does he allow any current social troubles, or indeed, any real-
world issues, to creep into his writings, preferring instead to keep them at armʼ
s length. Ælfric maintains his focus so assiduously on enduring and important 
matters that were his writings our only source of information regarding 
England in the late tenth and early eleventh century, a very different, far less 
discordant, picture of the period would emerge. （Amadio, 2014: 130）
 ＊Amadioはおそらく先述のGoddenの内容を含めて言及している。
3） In promoting his own work, Ælfric promotes the ideology of the Benedictine 
Reform, though in a way that is often quite idiosyncratic and doctrinaire. He 
shows himself at all times to be highly alert to his perceived reader-listeners, a 
plural audience of both men and women that ranges from the scribe copying 
exemplars of his texts, to the senior prelates judging his workʼs merits or 
seeking his advice, to the novice monks learning Latin, to the illiterate 
layperson struggling to understand central points of Christian doctrine. Ælfricʼ
s presence in his texts is overt and seeks to answer all the anticipated 
questions of his readers, who are thus always already present in the text. This 
represents, in effect, the all-consuming authority of the author embedded 
within the work, witch, in the case of Ælfric, was reinforced by his appeal to the 
highest Church authority in Anglo-Saxon England, and by the adoption of his 
two series of Catholic Homilies and his Lives of Saints at Canterbury, and 
almost certainly at Worcester too. （Treharne 2012: 565-66）
4） Wulftsanʼs second period produced the Canons of Edgar and six catechetical 
sermons on the Christian Life. While the sermons included two that have been 
translated from Ælfric, it must be stressed that Wulfstanʼs ultimate purpose and 
Ælfricʼs are in no way related. Wulfstan made no connection between his 
preaching texts and either the Temporale or the Sanctorale. His sermons are 
few in number and were written for the clergy to use when they felt the 
greatest need-without reference to a liturgical setting. Wulfstan saw Baptism as 
the central sacrament of the Christian religion, and three versions of a sermon 
on Baptism occur in this group. Others include expositions of the Creed, the 
Peter Noster, the Gift of the Holy Spirit, and an exhortation on the Christian 
life. The final sermon, a rendering of Ælfricʼs work on False Gods （De Falsis 
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Diis）， inveighs against both the classical pantheon and their equivalents 
among the Scandinavians. But it is in the Canons of Edgar that Wulfstan created 
one of his most powerful harangues against paganism: （Greenfield and Calder, 
1986: 89-90）
5） He ［Ælfric］ translated many selected portions of the Bible, choosing what 
would best suit the needs of the laity. Thus he chose to treat of Old Testament 
patriarchs like Jacob and Isaac, with an obvious lesson to illustrate, or other 
characters like Esther, Judith, and Samson whose careers should stir up 
patriotic, unselfish zeal for the defence of the country against the heathen 
Vikings. （Wrenn, 1967: 229）＊角括弧は筆者による。
6） There are two main points to make about his［Ælfricʼs］early work: first, itʼs 
use of an apocalyptic setting; secondly, the absence of reference to the Viking 
threat. （Godden, 1994: 132）＊角括弧は筆者による。
7） CHAPTER XIV. Martin destroys Heathen Temples and Altars.
 NOR did he show less eminence, much about the same time, in other 
transactions of a like kind. For, having in a certain village set fire to a very 
ancient and celebrated temple, the circle of flames was carried by the action of 
the wind upon a house which was very close to, yea, connected with, the 
temple. When Martin perceived this, he climbed by rapid ascent to the roof of 
the house, presenting himself in front of the advancing flames. Then indeed 
might the fire have been seen thrust back in a wonderful manner against the 
force of the wind, so that there appeared a sort of conflict of the two elements 
fighting together. Thus, by the influence of Martin, the fire only acted in the 
place where it was ordered to do so. But in a village which was named 
Leprosum, when he too wished to overthrow a temple which had acquired 
great wealth through the superstitious ideas entertained of its sanctity, a 
multitude of the heathen resisted him to such a degree that he was driven back 
not without bodily injury. He, therefore, withdrew to a place in the vicinity, and 
there for three days, clothed in sackcloth and ashes fasting and praying the 
whole time, he besought the Lord, that, as he had not been able to overthrow 
that temple by human effort, Divine power might be exerted to destroy it. Then 
two angels, with spears and shields after the manner of heavenly warriors, 
suddenly presented themselves to him, saying that they were sent by the Lord 
to put to flight the rustic multitude, and to furnish protection to Martin, lest, 
while the temple was being destroyed, any one should offer resistance. They 
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told him therefore to return, and complete the blessed work which he had 
begun. Accordingly Martin returned to the village; and while the crowds of 
heathen looked on in perfect quiet as he razed the pagan temple even to the 
foundations, he also reduced all the altars and images to dust. At this sight the 
rustics, when they perceived that they had been so astounded and terrified by 
an intervention of the Divine will, that they might not be found fighting against 
the bishop, almost all believed in the Lord Jesus. They then began to cry out 
openly and to confess that the God of Martin ought to be worshiped, and that 
the idols should be despised, which were not able to help them. （Shaff and 
Wace: 1952, 10-11）
8） Old Testament story here provides a model for fusing national and religious 
interests in a resolute and military defence against the Danes.（Godden, 
1994: 142）
9） The legendary which was to have the greatest influence on Anglo-Saxon 
observance was the so-called ʻCotton Corpus legendaryʼ， an enormous 
collection of some 165 saintsʼ vitae arranged in order of the calendar year 
beginning on 1 January. The ʻCotton corpus Legendaryʼ was apparently 
compiled in the first place the majority of the feasts commemorated by Ælfric 
are those of the universal Church （in this respect, Ælfric resembles the post of 
the Old English metrical Calendar）: there are no local or eccentric saints in 
Ælfricʼs sanctorale. Ælfric does include Lives of six English saints （Cuthbert, 
Alban, King Oswald, King Edmund, Æthelthryth and Swithun）; but by the time 
he was writing-in the last decade of the tenth century-all these were culted 
throughout England. Interestingly, Ælfric omits various French and Flemish 
saints who were evidently culted actively in tenth century England （for 
example, Vedastus, Quintinus, Bertinus, Amandus and others）， an omission 
which is curious in light of the prominence which these saints are accorded in 
the liturgical books associated with Bishop Æthelwold, Ælfricʼs mentor. He 
also omits Breton saints such as Iudic and Machutus, who were culted at 
Winchester in his time. It would seem that Ælfric did not wish to venerate any 
saint in his writing if there was the slightest doubt about that saintʼs 
universality. Minor and local saints had no place in Ælfricʼs sanctorale: he was 
concerned with the observance of the Catholic Church, as he conceived it. 
（Godden and Lapidge, 263-64）＊下線部は筆者による。
10） Among Ælfricʼs saints are five with local interest-Alban from Roman Britain 
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and another four, Æthelthryth, Swithun, Oswald, and Edmund, form Anglo-
Saxon England-whose vitae are not found in his chief source, the Cotton-
Corpus Legendary. （Donoghue, 2004: 66）
11） Swithun （Swithin）（d. 862）, bishop of Winchester. His cult was popular, but 
little is known of his life. Born in Wessex and educated at the Old Minster, 
Winchester, he was chosen by Egbert, king of Wessex 802-39, as his chaplain. 
He was also entrusted with the education of Ethelwulf, who succeeded to the 
throne in 839. Ethelwulf choose him in 852 as bishop of Winchester, the 
Wessex capital; during his ten yearsʼ episcopate Wessex consolidated its 
position as the most important kingdom of England and faced the first 
sporadic, but ominous, attacks by Vikings in the south of England. （Oxford 
Dictionary of Saints, p. 407）
12） Ælfricʼs ʻLife of St Swithunʼ is based on two sources: Lantfredʼs Translatio et 
miracula S. Swithuni （no. 1） and the Epitome of Lantfredʼs work （no. 3）. 
（Lapidge, 2003: 579）
13） We habbað nu gesæd be swiðune þus sceortlice and we secgað to soðan þæt 
se tima wæs gesælig and wynsum on angel-cynne þaða eadgar cynincg þone 
cristen-dom ge-fyrðrode and fela munuclifa arærde and his cynerice wæs 
wunigende on sibbe swa þæt man ne gehyrde gif ænig scyp-here wære buton 
agenre leode þe ðis land heoldon. （ll. 443-49）＊下線部は筆者による。以下同
様。
 ［We have now spoken thus briefly of St Swithhun and we say of a truth that the 
time was blessed and winsome in England, when King Eadgar furthered 
Christianity, and built many monasteries, and his kingdom still continued in 
peace, so that no fleet was heard of, save that of the people themselves who 
held this land;］
14） Alfredʼs widow founded a nunnery, also at Winchester. The real restoration of 
the monasteries, however, was to be the work of the reign of King Edgar. The 
leaders in this work were the three great monastic bishops: Dunstan, Bishop of 
Worcester and Archbishop of Canterbury; Æthelwold of Winchester; and 
Oswald, Archbishop of York and Dunstanʼs successor as Bishop of Worcester. 
（Hurt, 1972:17）
15） Edmund （Eadmund） （841-69）, king of East Anglia and martyr. Born of 
Saxon stock, Edmund was brought up as a Christian and became king of the 
east Angles before 865. In 869-70 the Great Army of the Vikings, under Ingwar, 
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invaded East Anglia. Edmund led his army against them, but was defeated and 
captured. He refused to deny the Christian faith or to rule as Ingwarʼs vassal. 
He was then killed, whether by being scourged, shot with arrows, and then 
beheaded, as the traditional account relates, or by being ʻspread-eagledʼ as an 
offering to the gods in accordance with Viking practice elsewhere. His death 
took place at Hellesden （Suffolk）; his body was buried in a small wooden 
chapel near by. （Farmer, 2011: 136）
16） Hinguar ure cyning cene and sigefæst on sǽ and on lande hæfð fela þeoda 
gewyld and cōm nu mid fyrde færlice her to lande þæt he her winter-setl mid 
his werode hæbbe. Nu het he þe dælan þine digelan gold-hordas and þinra 
yldrena gestreon ardlice wið hine and þu beo his under-kyning gif ðu cucu 
beon wylt for-ðan-þe ðu næfst þa mihte þæt þu mage him wiðstandan. （ll. 
48-55）
 ［ʻHingwar our king, keen and victorious by sea and by land, hath rule over many 
peoples, and has landed here suddenly even now with an army, that he may 
take up his winter-quarters here with his host. Now he commandeth thee to 
divide thy secret treasures and thine ancestorsʼ wealth quickly with him, and 
thou shalt be his under-king, if thou desire to live, because thou hast not the 
power that thou mayst withstand him.ʼ］
17） 以下に［1］-［6］と称して，その内容を挙げる。
 ［1］ Far nu swiþe hraðe and sege þinum reþan hlaforde ne abihð næfre eadmund 
hingware on life hæþenum here-togan buton he to hælende criste ærest mid 
ge-leafan on þysum lande gebuge. （ll. 90-94）
 ［Depart now very quickly, and say to the cruel lord; Edmund the king will never 
bow in life to Hingwar the heathen leader, unless he first bow, in this land, to 
Jesus Christ with faith.］
 ［2］ Hwæt þa arleasan þa eadmund gebundon and gebysmrodon huxlice and 
beoton mid saglum and swa syððan læddon þone geleaf-fullan cyning to anum 
eorð-fæstum treowe and tigdon hine þær-to mid heardum bendum and hine eft 
swuncgon langlice mid swipum and he symble clypode betwux þam swinglum 
mid soðan geleafan to hælende criste and þa hæþenan þa for his geleafan 
wurdon wodlice yrre for-þan-þe he clypode crist him to fultume. （ll. 106-16）
 ［Then those wicked men bound Edmund, and shamefully insulted him, and best 
him with clubs, and afterward they led the faithful king to an earth-fast tree, 
and tied him thereto with hard bonds, and afterwards scourged him a long 
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while with whips, and ever he called, between the blows, with true faith, on 
Jesus Christ; and the heathen because of his faith were madly angry, because 
he called upon Christ to help him.］
 ［3］ Þa geseah hingwar se arlease flot-man þæt se æþela cyning nolde criste 
wið-sacan ac mid anrædum geleafan hine æfre clypode het hine þa beheafdian 
and þa hæðenan swa dydon. （ll. 119-22）
 ［When Hinguwar, the wicked seaman, saw that the noble king would not deny 
Christ, but with steadfast faith ever called upon Him, then he commanded men 
to behead him, and the heathen did so.］
 ［4］ Betwux þam þe he clypode to criste þagit þa tugon þa hæþenan þone halgan 
to slæge and mid anum swencge slogon him of þæt heafod and his sawl siþode 
gesælig to criste. （ll. 123-26）
 ［For while he was yet calling upon Christ, the heathen drew away the saint, to 
slay him, and with one blow struck off his head; and his soul departed joyfully 
to Christ.］
 ［5］ Þær ƿæs sum man gehende gehealden þurh god behyd þam hæþenum þe 
þis gehyrde eall and hit eft sæde swa swa we hit secgað her. （ll. 127-29）
 ［There was a certain man at hand, kept by God hidden from the heathen, who 
heard all this, and told it afterward even as we tell it here.］
 ［6］ Eac sƿilce þa ƿunda þe þa wælhreowan hæþenan mid gelomum scotungum 
on his lice macodon wæron gehælede þurh þone heofonlican god and he liþ 
swa ansund oþ þisne and-werdan dæg and-bidigende æristes and þæs ecan 
wuldres. （ll. 181-85）
 ［Also the wound, which the bloodthirsty heathen had made in his body by their 
repeated shots, were healed by the heavenly God; and so he lieth uncorrupted 
until this present day, awaiting the resurrection and the eternal glory.］
18） Oswald （d. 642）, king of Northumbria and martyr. The son of Ethelfrith, king 
of Northumbria, Oswald fled to Scotland when Edwin seized the kingdom in 
616, and became a Christian at Iona. On Edwinʼs death in 633 he and his family, 
like other royal exiles, returned to Northumbria. Oswic and Eanfrid, his 
brother, were soon killed by the British king Cadwalla, who ruled Northumbria 
as a tyrant for a year before Oswald, with a much smaller army, defeated and 
killed him at Hevenfelt, near Hexham. Before the battle Oswald had set up a 
wooden cross and assembled his army to pray for victory around it. Not more 
than a small proportion could have been Christian, but soon after the battle he 
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sent for a bishop from Iona to preach the Gospel in Northumbria. First a severe 
bishop was sent, who met with no success among people whom he considered 
barbarous and obstinate. He was soon replaced by the kindly Aiden, whose 
sermons Oswald himself interpreted and to whom he gave the island of 
Lindisfarne for a monastery and episcopal seat, close to the royal residence of 
Bamburgh. Aiden met with great success; numerous Northumbrians became 
Christian and Christianity was established.
 Oswald united both parts of Northumbria （Bernicia and Deira） under his rule; 
the other Anglo-Saxon kings acknowledged his overlordship: he married 
Cyneburga, daughter of Cynegils, king of Wessex, to whom he stood as 
godfather at his reign did not last long; after only eight years he was killed by 
the pagan king Penda of Mercia in the battle of Maserfield （Salop） at the age of 
only thirty-eight, praying with his last breath for the souls of his bodyguard 
who died with him. His body was sacrificially mutilated to Woden by order of 
Penda; the head, arms, and hands were hung up on stakes. The members were 
recovered and venerated in different places, which led to the diffusion of his 
cult. （Farmer, 2011: 335）
19） 以下に［1］-［5］と称して，その内容を挙げる。
 ［1］ On þam ylcan timan com eac sum bisceop fram rome byrig birinus gehaten 
to westsexena kyninge cynegyls gehaten se wæs ða git hæðen and eall 
westsexena land. （ll. 119-22）
 ［At that same time also a certain bishop came from the city of Rome, called 
Birinus, to the king of the West Saxons, called Cynegils, who was yet a 
heathen, as was all the land of the West Saxons.］
 ［2］ Birinus witodlice gewende fram rome be ðæs papan ræde þe ða on rome 
wæs and behet þæt he wolde godes willan gefremman and bodian þam 
hæþenum þæs hælendes naman and þone soðan geleafan on fyrlenum landum. 
（ll. 123-27）
 ［Birinus indeed came from Rome by desire of the Pope, who was then in Rome, 
and promised that he would execute Godʼs will and preach to the heathen the 
Saviourʼs name and the true faith in far lands.］
 ［3］ Þa becom he to westseaxan þe wæs ða gyt hæþen and gebigde þone cynincg 
kynegyls to gode and ealle his leode to geleafan mid him. （ll. 128-30）
 ［Then he came to Wessex, which was as yet heathen, and converted to God the 
king Cynegils and all the people to the faith with him.］
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 ［4］ Hi comon þa to gefeohte to maserfelda begen and fengon to-gædere oð þæt 
þær feollon þa cristenan and þa hæðenan genealæhton to þam halgan oswolde. 
（ll. 153-55）
 ［They came both to battle at Maserfield, and engaged together until the 
Christians fell, and the heathen approached the holy Oswald.］
 ［5］ Þa het se hæþena cynincg his heafod of-aslean and his swiðran earm and 
settan hi to myrcelse. （ll. 162-63）
 ［Then the heathen king commanded to strike off his head and his right arm, 
and set them up as a mark.］
20） and se ceadwalla sloh and to sceame tucode þa norðhymbran leode æfter 
heora hlafordes fylle oð þæt oswold se eadiga his yfelnysse adwæscte. （ll. 
11-13）
 ［And this Cadwalla slew and shamefully ill-treated the Northumbrian people 
after their lordʼs fall, until Oswald the blessed extinguished his wickedness.］
21） Etheldreda （Æthelthryth, Ediltrudis, Audrey）（d. 679）, queen, foundress and 
of Ely. She was the daughter of Anna, king of East Anglia, and was born 
probably at Exning （Suffolk）． At an early age she was married （c.652） to 
Tondbelht, ealdorman pf the South Gyrwas, but she remained a virgin. On his 
death, c.655, she retired to the Isle of Ely, her dowry. In 660, for political 
reasons, she was married again, this time to Egfrith, the young king of 
Northumbria, then only fifteen years old and several years younger than her. 
He agreed that she should remain a virgin, as in her previous marriage. But 
twelve years later he wished their marital relationship to be normal; 
Etheldreda, acvised adn aided by Wilfred, bishop of Northumbria, refudsed. 
Etheldreda left him, became a nun at Coldingham under her aunt Ebbe （672），
and founded a double monastery at Ely in 673. Egfrith married again: Wilfred, 
some years later, was exiled from Northumbria. Etheldreda meanwhile 
restored an old church at Ely, reputedly destroyed by Penda, the pagan king of 
Mercia, and built her monastery on the site of the present Ely cathedral. For 
seven years she lived an austere life of penance and prayer, eating only one 
meal a day, wearing woollen clothes instead of linen, watching each morning 
between Matins and dawn. In this wealthy family monastery, where she was 
joined or succeeded by sisters and nieces, she died of tumour on the neck, 
interpreted as a divine punishment for her vanity in wearing necklaces in her 
younger days. It was the result of the plague, which also carried off several 
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other nuns in her community. （Farmer, 2011: 151-152）
22） アルフリッチによる『聖人伝』において，アセルスリース以外の女性聖人
とは， ₂ 番目の説教にある聖ユージーニア St Eugenia， ₄ 番目の聖バシリッ
サ St Basilissa， ₇ 番目の聖アグネス St Agnes， ₈ 番目の聖アガサ St Agatha，
₉ 番目の聖ルーシーSt Lucy，23番目のエジプトの聖メアリ St Mary of Egipt，
33番目の聖ユーフラシア St Eufrasia，34番目の聖セシリア St Cecilia，35番目
の聖ダリア St Daria である。
23） Many of these comments and extrapolations spring exceedingly abruptly 
from the hagiographical narratives that are the main concern of the Lives of 
Saints collection, but their frequency suggests that there is even so a 
connection, of the kind made explicit in some of Ælfricʼs later comments. He 
clearly did see a similarity between the times of the early martyrs under 
persecution and the contemporary pressure, or at least temptation, to side with 
the Vikings, which he interpreted as abandoning the faith. He also saw both 
Old Testament history and the quasi-history embedded in saintsʼ legends as 
providing parallels and precedents for the lay nobility and the clergy in the face 
of the troubles of his own time. （Godden: 2000, 304）
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